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　午後は 4 、 5 人の小グループに分かれ、グルー
プごとにディスカッションを行った。このグルー
プ・ディスカッションは牧会サマーセミナーの目
玉である。これは、講義を聞いて終わりではなく、
参加者たちが自分たちの思いや直面している困難
などをお互いに分かち合える場を提供することに
意味があると考え、行っているのである。この場
で話されることは秘密厳守であり、誰かの発言を
否定や批判などはしないという約束のもと行われ
る。個々の状況は違うが、先輩牧会者の知恵をい
ただいたり、若い牧会者の言葉に新しい発見をし
たりと、お互いから学び合うことも多いようである。
　その後、再度全体で集まり、各自が今日学んだ
ことや感じたことなどを振り返るひとときと質疑
応答の時間も持たれた。朝の 9 時半から午後16時
まで長い一日ではあったが、次回もまた参加した
いという参加者の声に、セミナーを開くことがで
きてよかったという思いに包まれた。
（文責：村上純子 [むらかみ・じゅんこ] 聖学院大
学人間福祉学部こども心理学科准教授）
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